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ａ 産学金官民が一体となった経済成長の推進
産学金官民一体となった懇談会を設置して新潟広域都市圏ビジョンの進捗管理を行うとともに、
今後の圏域のあり方の検討に取り組む。
ｂ 創業促進や地域企業等の成長促進
創業への支援、地域企業等による新規事業展開や販路拡大の支援などに取り組む。
ｃ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大
地域資源を活用した商品・サービスの開発や販路開拓の推進に取り組む。
ｄ 戦略的な観光施策
観光客の受入環境の整備を図りながら、圏域内の観光資源を活用し、コンベンション等（ＭＩＣＥ）
も含めた交流人口の拡大に取り組む。
ｅ その他、圏域全体の経済成長のけん引に係る施策
国内外に対する効果的な情報発信等により、経済成長のけん引に取り組む。

ａ 高度な医療サービスの提供
救急医療提供体制の充実を図り、高度な医療サービスの提供に取り組む。
ｂ 高度な中心拠点や圏域内外へのアクセス拠点の整備
高度な中心拠点や交通アクセス拠点の整備、利用促進等に取り組む。
ｃ 高等教育・研究開発の環境整備
高度専門的な研究開発機関の環境整備や研究成果の活用等に取り組む。

(1) 生活機能の強化に係る政策分野
ａ 地域医療
在宅医療等も含めた地域医療サービスの充実に取り組む。

ｂ 福祉
少子高齢社会に対応した福祉サービスの充実に取り組む。

ｃ 教育・文化・スポーツ
公共施設の相互利用等による教育・文化・スポーツの振興
に取り組む。

ｄ 土地利用
コンパクトシティをはじめとした、圏域全体の土地利用の
在り方の検討に取り組む。

ｅ 地域振興
地域の観光資源の開発や商店街の活性化等に取り組む。

ｆ 災害対策
災害時の連携体制の構築や防災・減災施策の推進に取り組
む。

ｇ 環境
自然環境の保全や循環型社会の構築に取り組む。
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(2) 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
ａ 地域公共交通
地域公共交通ネットワークの確保や利便性向上に取り組む。
ｂ ＩＣＴインフラ整備
ＩＣＴ環境の整備や各分野での活用に取り組む。
ｃ 道路等の交通インフラの整備・維持
道路の老朽化対策やネットワーク機能の向上に取り組む。
ｄ 地域の生産者や消費者等の連携による地産地消
食の安全・安心の確保や地産地消の推進に取り組む。
ｅ 地域内外の住民との交流・移住促進
圏域の魅力の効果的な発信等により、東京圏等からの移住・
定住の促進に取り組む。

(3) 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野
ａ 人材の育成
圏域内市町村の職員等の能力向上を図るため、研修の共同実
施等に取り組む。
ｂ 圏域内市町村の職員等の交流
圏域内市町村の職員同士の連携強化等を図るため、人事交流
の推進に取り組む。
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・成果指標（基本目標）は現行の4指標のままとし、目標の設定年度は地方版総合戦略の終期とあわせ、令和6年度とする予定
・令和6年度の目標値設定については、新型コロナウイルス禍の影響が明確になった時点で設定予定(今年度は設定しない)
＜参考＞資料２－３ 指定都市他圏域 基本目標設定状況一覧

１ 成果指標（基本目標）について
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資料１－３ 連携事業中間自己評価 結果一覧 参照

○「次期ビジョンにおける方針」の結果

○ 次期ビジョンへの反映
・「次期ビジョンにおける方針」が「継続」となっている事業は、原則、連携事業として継続していく
・各連携事業の次期成果指標の設定については更なる検討が必要
・「取組・方向性」に対する「具体的な取組」が少ない、もしくは、されていない分野への新規事業の検討が必要
・引き続き、連携事業の追加・拡充について、事業担当課及び連携市町村に広く周知、提案募集を行い、施策体系に組み込む

２ 連携事業の選定及び成果指標の設定について

今後も連携事業として継続予定：４０事業
一定の成果が得られたなど終了予定：８事業

現行は表形式で、単年度の情報のみの掲載が多いため、複数年度の状況をグラフ化・図表化することで、経年の変化がより分かりや
すくなるよう、見せ方を工夫する予定

＜現 行＞ ＜イメージ＞

３ 参考資料各種について


